
　サントリーグループ 日本国内のITシステム業務を担うサントリーシステムテクノロジー株
式会社がアカマイのサービスを利用し始めたのは、国内外のサイトを集約した海外拠点の
データセンターを構築したことがきっかけだった。

「日本のユーザーがグローバルデータセンターにあるウェブサイトを閲覧した際に、レイテ
ンシの問題により画面表示時間が遅くなってしまいます。 そこで、遅延なくサイトを閲覧
できるようにするため、アカマイのCDNを導入しました。アカマイを選択したのは、 世界
各国にキャッシュサーバーがあり、どの拠点からも安定してCDNを利用するには、アカマ
イが最適だと考えたからです。 」と基盤サービス部 主査 小山知岐氏は語る。
　そして、2016年からは徐々にウェブサイトのクラウド移行がスタート。データセンターで
はオンプレミス型のウェブ・セキュリティ ソリューションを入れていたこともあり、クラウド
のセキュリティに対してもアカマイ ウェブ・セキュリティ ソリューションを導入したいと考
えていた。そこで、CDNの導入理由を前提にウェブ・セキュリティ ソリューションについ
てもアカマイのサービスを選択している。

　ところが、アカマイの利用は順風満帆とはいかなかった。同社が抱えていた問題は2つ、
そのひとつはリソースだった。「コンシューマサイトやBtoBサイトなど、サントリーグループ
が運営するウェブサイトは約580サイト。そのウェブサイトすべてにアカマイのWAFを適用
する作業だけで一杯の状況でした。」と語るのは基盤サービス部 新川 洋平氏。しかも、
新製品のキャンペーンサイトなどは随時追加されるため、日々ウェブ・セキュリティ ソリュー
ションの適用に追われていた。
　もう1つの課題は、アカマイの運用最適化に関する専門知識だった。運用サイト数の増
加とともにウェブ・セキュリティ ソリューションの設定不備が顕在化する中で運用最適化
に関する専門知識の重要性を感じた。「ウェブサイト数が膨大だったため、配信設定やウェ
ブ・セキュリティ ソリューション化を実装するにあたって踏み込んだ最適化まで行えていま
せんでした。結果としてウェブ・セキュリティ ソリューションの設定不備など、意図しない
動作が度々発生していました。」（新川氏）

　サントリーシステムテクノロジー株式会社の基盤サービス部は、インフラを担当する部門
としてITのプロフェッショナルに位置付けられているが、日々の業務のなかでアカマイのテ
クニカルな部分まで習得するのは容易ではない。「アカマイのサービス導入時に簡単な設
計は行いました。ただ、設定できる箇所が多く、このレベルでいいのか、この機能は使う
必要はないのかなど、不明点が多々ありました。もちろん、アカマイのサービスだけに注
力できれば問題は大きくならないと思いますが、残念ながらリソースも時間もありません。

『もっと快適に使いこなすためにはどうすればよいのか』と考えたとき、行き着いた先が
TAS（Technical Advisory Service）。アカマイの専門知識を持った専任のテクニカルアド
バイザーを利用したいと考えました。」（小山氏）
　2018年5月、同社はアカマイのサービスサポートチームから支援が得られる技術相談窓
口サービス、TASの利用に踏み切った。TASの導入に関してはコストの問題もあったが、
同社としては高いセキュリティレベルの維持と安定運用、そしてより高速な配信設定を早
い段階で実現させることを最優先と判断した。
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Industry
ITエンジニアリング

Solutions
●　 TAS（Technical Advisory Service）
専任のテクニカルアドバイザーがアカマイのサービス
サポートチームの窓口となって、お客様のウェブ環
境における潜在的な改善点を可視化。技術コンサル
ティングとガイダンス、定期的なアップデートとエン
ゲージメントレビューを提供し、アカマイへの投資が
もたらす効果を最適化することができる。

Key Impact
●　 TASの分析により、アカマイ ウェブ・セキュリティ 

ソリューションの最適化とCDNの高速化を実現
●  　 TASの支援によって安定運用と最適化の施策を強化
●  　 継続的なアカマイのソリューション活用をTASが支援

＜サントリーシステムテクノロジー株式会社について＞
サントリーグループのITベンチャー企業として1990年
創業。現在は、サントリーグループ国内におけるIT
システム業務に注力。ITエンジニアリングのプロフェッ
ショナル集団として情報技術のフロンティアに積極
的に挑戦しつつ、現場に直結した品質本位のシステ
ム開発運用サービス・デジタルマーケティング基盤
を構築。ITに関するスキルとグループ各社の業務知
識、そして企画提案力をもとに情報戦略の提案から
システム開発、ユーザーサポートなど、ITを活用した
ソリューションをグループ各社に提供している。
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　TAS導入直後は、ウェブ・セキュリティ ソリューションの安定運用に注
力した。「何が課題で障害が起こったのか」「今の運用をより良くしていく
ためにどうしたらいいのか」など、TASが同社のヒアリングを行い、それ
に基づいて構成や運用を見直してレビュー（セキュリティの最適化）を実
施。その後、同社が新しいポリシーを策定するというフローで課題解決
に取り組んだ。その結果、Webサイト移行の過渡期も終わったことも相
まって、ウェブ・セキュリティ ソリューションの設定不備などは大きく減っ
た。「監視の部分など、細かく自分たちが追えていませんでした。サイト
ごと詳細なチューニングも必要だということも認識しました。」（小山氏）
　CDNに関しては、主要サイトの速度不足が課題となっていた。そこで
TASはサイト分析を行い、キャッシュ設定の導入を提案するとともに手順を
レクチャー。さらに、高速化オプション（HTTP/2）の活用もアドバイスした。

「これらの施策により、ページを読み込む速度は1秒ほど速くなったと感じて
います。実際、グラフを参照しても高速化しているのが分かります。」（新川氏）

　ウェブ・セキュリティ ソリューションの安定運用に目途がついた現在
は、毎月の定例会を通じ、アカマイのサービスに関する「課題のヒアリ
ング→分析→新たな施策の提案→施策の実施→サービスの最適化」と
いうフェーズに変わっている。こうした状況に対し、アカマイのTASを担
うカスタマー・ソリューション部 エンゲージメント・マネージャー 筧 卓
士は「TASの導入当初から課題リストを準備いただいたおかげで、問題
となっている部分の可視化や対処の優先付けを把握でき、素早く対応に
取り組めました。これにより、サントリーシステムテクノロジー様にとっ
て最適な運用を提案できました。一段落した現在は、さらなる安定運用

と最適化に向け、様々な施策を提案しています。」と語る。
　具体的な安定運用の施策例としては、SiteFailoverの実装が挙げられ
る。この場合の課題はオリジンサーバーにかかる高負荷。とくにSNSの
配信後はアクセスが集中してしまうため、高い負荷は避けられない。
TASのアドバイスにより、SiteFailoverを実装した現在はアクセス集中の
画面を表示する待機システムで、ユーザーに対してトラブルではないこと
を示唆できている。
　同社はTASについて非常に満足しているという。「総合的な相談役がで
きて良かったと思っています。アカマイに限らずですが、通常のサポート
に当社の現状を理解してもらうのは簡単ではありません。その点、TASは
当社のことを隅 ま々で理解していただいています。綿密に連絡を取り合う
こともできますし、とても心強いパートナーだと考えています。」（小山氏）

　同社が次の目標として掲げているのは自動化運用だ。すでにアカマイ
からは、自動化運用に向けたソリューションとしてAPI/CLI（管理ツール）
のアナウンスがあり、関連トレーニングの提案を受けている。「まずは監
視スクリプトなどに実装して、運用を自動化できるようにしたいと考えて
います。」（新川氏）
　アカマイのサービスおよびTASに満足している同社は、アカマイがライ
ンアップする様々なサービスにも興味があるという。「当社で使えるアカ
マイのサービスをリストアップしていく予定。これからも、アカマイのサー
ビスを適宜展開していきたいと考えています。」（小山氏）
　これに対し、アカマイの筧は「今後は、よりアカマイのソリューション
を有効活用いただけるような提案活動に取り組んでいきたいと考えてい
ます。」と応えている。
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